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成果の概要／小阪杏名 

 

私は、2024 年 6 月に米国マサチューセッツ州ボストンで開催された Society for 

Epidemiologic Research (SER)（北米疫学会）に参加し、”Adverse Childhood Experiences 

and social isolation in older adults : JAGES 2016-2019”（小児逆境体験と高齢期の社会的孤

立発症リスクの関連：JAGES 2016-201 縦断研究）の題目でポスター発表を行った。本研

究は、小児逆境体験（18 歳以前に経験したトラウマとなりうる経験）と高齢期の社会的孤

立の関連を、日本の高齢者を対象とした自記式調査に基づく縦断データを用いて明らかに

したものである。その結果、小児逆境体験を 4 つ以上経験した人はそうでない人と比較

し、約 1.56 倍社会的孤立になりやすいこと、男性よりも女性で関連が強いこと、小児逆境

体験の 8 個の項目のうち身体的虐待で特にその関連が強いことを明らかにした。 

国際学会で本研究結果を発表する意義として、小児逆境体験は国や地域によらず同程度

の子どもが経験しているとされ (Karen Hughes et al., 2017)、世界中で研究が行われてい

るもののエビデンスが十分に蓄積されていないことが挙げられる。長寿先進国である日本

の知見を国際学会で発表することで、研究の発展が期待できると考えた。さらに、論文原

稿を執筆にあたって、小児逆境体験のうち心理的虐待よりも身体的虐待でその関連が強く

認められた点が先行研究とは異なる結果となったため、解釈や考察の方向性について各国

の研究者と議論することも目的とした。 

本渡航計画では、自身の研究発表を通じて 5 名以上の海外研究者と意見交換すること、5

人以上の研究者の発表を聴講して議論すること、2 つの疫学手法に関するワークショップ

に参加することを目標とした。 

研究発表当日は、1 時間のポスターセッション内で 8 人の海外研究者との意見交換を行

なった。目的の一つである「心理的虐待よりも身体的虐待で関連が強く見られた点」につ

いては、ACEs の定義・測定方法の相違、虐待の連鎖によるもの、想起しやすさによるも

の、身体的虐待による精神障害媒介の可能性、などの視点から活発に議論を行った。アフ

リカの研究者からは、「身体的虐待が文化的な背景から虐待とは捉えられないケースもあ

る」年的があり、文化背景による認識の違いも重要な要素であることを再認識した。ま

た、multidimensional disadvantage を研究するオーストラリアの大学院生からは、オース

トラリアでは、妊娠期以降の個人データが保険や医療データと統合され、健康の社会的決

定要因を含めた分析が可能である事例を伺い、研究基盤の２カ国間の違いを学んだ。 

ワークショップでは、今後の研究で使用予定の Difference-in-Differences and Synthetic 

Control Methods や G-computation, inverse probability weighting (IPW), and targeted 

minimum loss-based estimation (TMLE)について、第一線の研究者から実践的な講義を受

けた。英語で高度な分析手法を習得することには不安もあったが、いずれの講師も参加者

の理解に合わせて丁寧に教えてくださり、分析手法について理解を深めることができた。 



今回の渡航では、国際学会への参加以外にも、2 つ有意義な経験をすることができた。 

1 つ目は、ハーバード大学公衆衛生大学院の訪問である。博士課程学生の案内のもと構内

を見学し、近年の政治的影響による研究職ポストへの影響やキャリアパスの選択肢につい

て意見交換を行なった。 

２つ目は、ニューヨークでの Food Help の取り組み視察である。コロンビア大学経済学

部博士課程学生と打ち合わせの際、ニューヨークでは Food Help という主に貧困者を対象

とした食事支援活動が多く行われている現状を教えていただき、南部地域で長年活動を続

ける団体を訪問した。 

団体の特徴は大きく二つあった。一つ目は、大学教員の問題意識から設立された経緯を

もち、研究や教育への協力姿勢が非常に強いこと、二つ目の特徴は、単なる食事提供にと

どまらず、利用者やボランティアとの交流を通じて社会的孤立を軽減し、相談ブースを通

じた適切な社会支援への接続を行っていることである。レストラン形式のバランスの取れ

た食事提供を行い、食事を楽しみながら会話し孤立の解消を図る点が印象的だった。代表

者との意見交換では、日本における子ども食堂の多機能的な役割についても紹介し、関心

を示していただいた。一方で、米国では子ども支援は主に学校内で行われ、地域ボランテ

ィアによる活動は限られている点も確認でき、今後日本の子ども食堂の国際展開の意義を

再認識する機会となった。 

今回、国際学会への参加及び現地視察を通じて、研究手法と現場の課題の双方を学び、

日本では得難い知見とネットワークを得ることができた。研究者との議論を通じて、現在

の研究成果を国際水準の学術論文として完成させることへの自信と方向性を得たと共に、

新たな研究テーマの着想にもつながった。 

今後も国際学会での発表や、現地視察を通じて、研究者としてのプレゼンス向上を図る

と共に、この機会で得たネットワークを活かして、海外研究者との連携を深めていきた

い。 

最後に、本渡航の機会を支援いただいた関係者の皆様に、心より感謝申し上げます。 


